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８
月
５
日
㈯
に
北
海
道
医
師
会
主
催
「
医
師
会
立

看
護
職
員
養
成
校
連
絡
協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

毎
年
医
師
会
立
看
護
師
養
成
校
の
教
務
、
事
務
、
北

海
道
保
健
福
祉
部
医
務
薬
務
課
看
護
政
策
担
当
グ
ル

ー
プ
の
事
務
局
が
一
同
に
会
し
、
現
状
の
問
題
点
を

解
決
に
繋
げ
る
方
策
を
検
討
し
て
い
る
。
毎
年
、
少

子
化
に
よ
る
学
生
数
の
減
少
、
学
校
の
教
員
確
保
と

養
成
、
実
習
受
け
入
れ
施
設
の
確
保
が
難
し
い
と
い

う
課
題
が
あ
が
る
。
運
営
費
、
教
員
の
講
習
期
間
が

長
く
、
参
加
に
あ
た
り
長
期
間
の
宿
泊
費
用
と
留
守

期
間
中
の
学
生
指
導
が
で
き
な
い
、
民
間
の
看
護
大

学
、
専
門
学
校
が
増
え
た
た
め
実
習
受
け
入
れ
が
医

師
会
立
養
成
校
の
学
生
は
と
こ
ろ
て
ん
式
に
追
い
や

ら
れ
て
い
る
と
い
う
実
情
が
原
因
で
あ
る
。
文
科
省

と
厚
労
省
管
轄
の
違
い
が
あ
り
、
医
師
会
立
養
成
校

は
運
営
に
直
結
す
る
入
学
者
定
員
に
つ
い
て
も
厳
し

い
現
状
が
あ
る
。
今
回
こ
れ
ま
で
と
大
き
く
違
っ
た

の
が
、
函
館
、
小
樽
、
苫
小
牧
、
岩
見
沢
、
旭
川
、

深
川
、
上
川
北
部
、
北
見
、
帯
広
、
釧
路
の
10
校
中
、

准
看
護
師
の
養
成
を
廃
止
済
ま
た
は
募
集
停
止
予
定

が
３
校
に
上
が
り
、
存
続
を
模
索
す
る
学
校
で
も
、

少
子
化
を
背
景
に
新
卒
が
激
減
し
社
会
人
入
学
比
率

が
増
え
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
変

え
て
い
く
な
ど
方
針
転
換
が
迫
ら
れ
て
い
る
と
報
告

さ
れ
た
こ
と
だ
。

　

「
新
た
な
医
療
の
在
り
方
を
踏
ま
え
た
医
師
・
看

護
師
等
の
働
き
方
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
会
」
が
平
成
28
年

10
月
に
第
１
回
を
開
催
後
、
今
年
の
４
月
６
日
ま
で

２
週
ご
と
に
15
回
開
催
さ
れ
、
報
告
書
が
出
さ
れ
た
。

議
事
録
を
み
る
と
初
回
か
ら
地
域
住
民
の
生
活
を
深

く
支
え
る
イ
シ
ュ
ー
と
患
者
の
価
値
観
、

地
域
社
会
を
支
え
る
リ
ー
ダ
ー
、
わ
が

国
の
高
齢
社
会
に
お
け
る
医
療
モ
デ
ル
、

医
師
偏
在
の
対
応
策
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
な
ど
、
わ
が
国
の
医
療
の
問
題
点

が
網
羅
さ
れ
て
議
論
が
始
ま
っ
て
い
る
。

第
３
回
に
は
「
地
域
で
市
民
と
患
者
の

生
活
を
支
え
る
」、
第
４
回
で
は
「
専

門
性
の
追
求
と
人
生
の
選
択
の
両
立
」
「
生
産
性
と

質
の
向
上
」
「
経
済
活
力
へ
の
貢
献
」
な
ど
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
に
議
論
が
進
め
ら
れ
、
15
回
の

議
論
の
総
括
と
し
て
報
告
書
が
完
成
さ
れ
た
。
第
３

回
目
に
は
他
職
種
連
携
と
タ
ス
ク
シ
フ
ト
に
つ
い
て

も
議
論
、
地
域
の
医
療
職
養
成
校
が
集
ま
り
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
共
通
化
に
つ
い
て
取
り
組
み
、
提
言
に
繋
げ

る
べ
き
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
看
護
師
が
地
域
で
活

躍
す
る
た
め
に
は
、
臨
床
推
論
力
を
養
成
し
質
の
高

い
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
を
提
供
す
る
た
め
に
「
総
合
ケ

ア
看
護
師
（
仮
称
）」
を
新
設
す
べ
き
と
い
う
意
見

も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
離
島
な
ど
医
師
の
死
亡
診
断
書

記
載
が
間
に
合
わ
な
い
地
域
で
は
、
記
載
は
看
護
師

で
も
可
能
と
い
う
方
向
で
進
み
始
め
て
い
る
が
、
今

後
多
く
の
場
面
で
医
療
職
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
が
進
み
、

同
時
に
事
故
や
問
題
点
が
あ
が
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
懸
念
が
よ
ぎ
る
。

　

「
今
後
10
年
の
医
療
界
で
男
女
共
同
参
画
は
何
を

め
ざ
す
か
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
た
愛
知
県
医
師

会
担
当
の
第
13
回
日
本
医
師
会
男
女
共
同
参
画
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
基
調
講
演
を
担
当
し
た
、
産
業
医
大
公
衆

衛
生
学
教
授
の
松
田
晋
哉
氏
の
「
医
師
の
働
き
方
を

考
え
る
」
が
興
味
深
か
っ
た
。
医
師
の
働
き
方
が
議

論
さ
れ
る
中
、
勤
務
時
間
上
限
や
時
間
外
勤
務
な
ど

に
限
定
さ
れ
が
ち
に
な
る
が
、
そ
も
そ
も
医
師
の
仕

事
と
は
何
か
、
医
師
が
労
働
者
と
す
れ
ば
研
修
医
は

研
修
の
身
で
あ
り
熟
練
医
師
と
並
び
労
働
規
制
に
加

え
る
の
は
間
違
い
で
は
な
い
か
、
な
ど
を
医
師
の
在

り
方
の
原
点
を
考
え
る
視
点
が
必
要
で
あ
る
と
伝
え

た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

勤
務
医
の
過
重
労
働
問
題
を
乗
り
越
え
る
具
体
的

施
策
の
実
現
は
重
要
で
あ
る
が
、
労
働
規
制
と
い
う

問
題
ば
か
り
に
議
論
が
進
む
と
、
高
齢
社
会
と
少
子

化
と
い
う
大
き
な
渦
の
中
、
医
師
の
力
が
地
域
の
中

で
発
揮
さ
れ
ず
、
つ
ま
り
は
地
域
医
療
の
崩
壊
に
繋

が
る
。
こ
の
危
険
を
ど
う
回
避
し
て
い
く
か
、
医
師

の
働
き
方
改
革
の
議
論
の
中
で
医
師
会
の
発
信
力
が

鍵
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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問
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